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物
語
を
書
く
た
め
の
配
列 

薙
刀
式 

（v
1

0

安
定
版
） 

マ
ニ
ュ
ア
ル 

  

薙
刀
式
は
物
語
執
筆
（
脚
本
、
小
説
）
を
第
一
の
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
縦
書
き
専
用
で
す
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
普
通
の
文
章
を
書
く
の
に
も
使
え
ま
す
（
縦
書
き
推
奨
）
。 
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薙
刀
式
と
は 

 

薙
刀
式
は
配
列
図
が
簡
単
。 

そ
の
代
わ
り
打
ち
方
の
ル
ー
ル
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。 

逆
に
い
う
と
、
打
ち
方
の
ル
ー
ル
を
複
雑
化
す
る
代
わ
り
に
配
列
図
を
シ
ン
プ
ル
に
し
て
、「
運
指
を
覚

え
や
す
く
、
練
り
や
す
く
、
滑
ら
か
に
し
て
い
る
」
配
列
で
す
。 

ル
ー
ル
は
単
純
で
す
。 

 

【
単
打
】 

そ
の
ま
ま
打
っ
て
出
る
も
の
は
、
キ
ー
の
真
ん
中
に
表
示
し
て
い
ま
す
。 

【
シ
フ
ト
】 

キ
ー
を
３
０
以
内
に
す
る
た
め
に
、
シ
フ
ト
文
字
が
あ
り
ま
す
。「
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
を
押 

し
な
が
ら
」
だ
と
右
下
に
表
示
す
る
も
の
が
出
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
が
シ
フ
ト
キ
ー
で
す
。 

 
 
 

シ
フ
ト
キ
ー
な
の
で
、「
押
し
っ
ぱ
な
し
で
複
数
の
キ
ー
に
効
く
」（
連
続
シ
フ
ト
）
を
採
用
し
て 

い
ま
す
。
そ
の
ほ
う
が
楽
な
運
指
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

 

【
句
読
点
】 

シ
フ
ト
の
人
差
し
指
下
段
（
左
、
右
）
で
す
。 

【
長
音
】 

右
小
指
中
段
、
単
打
で
す
。 

【
濁
音
】 

中
段
人
差
し
指
（
逆
手
の
み
）
と
同
時
打
鍵
す
る
と
、
濁
音
化
し
ま
す
。 

【
半
濁
音
】 

下
段
人
差
し
指
（
逆
手
の
み
）
と
同
時
打
鍵
す
る
と
、
半
濁
音
化
し
ま
す
。 

 
 
 

単
打
文
字
、
シ
フ
ト
側
文
字
の
ど
ち
ら
を
濁
音
化
、
半
濁
音
化
す
る
と
き
で
も
、
シ
フ
ト
は
不
要 

で
す
（
同
じ
キ
ー
に
濁
音
、
半
濁
音
に
な
る
音
は
ひ
と
つ
し
か
な
い
）。
シ
フ
ト
を
押
し
て
もO

K

。 

【
小
書
き
】 

「
あ
い
う
え
お
や
ゆ
よ
わ
」
を
「
シ
フ
ト
を
押
し
な
が
ら
半
濁
音
」
で
、
小
書
き
「
ぁ 

ぃ
ぅ
ぇ
ぉ
ゃ
ゅ
ょ
ゎ
」
に
し
ま
す
。
促
音
「
っ
」
は
、
専
用
の
単
打
キ
ー
が
あ
り
ま
す
。 

 

【
拗
音
】 

「
し
」「
よ
」
の
同
時
押
し
で
「
し
ょ
」
に
な
り
ま
す
。 

イ
段
仮
名
と
「
や
」「
ゆ
」「
よ
」
の
同
時
押
し
で
す
べ
て
の
拗
音
を
入
力
で
き
ま
す
。 

【
濁
拗
音
、
半
濁
拗
音
】 

「
し
」「
濁
音
」「
よ
」
の
３
キ
ー
同
時
押
し
で
「
じ
ょ
」
で
す
。 

同
様
に
半
濁
音
と
の
３
キ
ー
同
時
押
し
で
半
濁
拗
音
に
な
り
ま
す
。 

※ 

じ
ゅ
、
ぎ
ゅ
、
ぢ
ゅ
が
や
や
打
ち
に
く
い
の
で
、
こ
の
３
つ
だ
け
半
濁
音
で
も
出
ま
す
。 

【
外
来
音
】 

「
て
」「
い
」
の
同
時
押
し
で
「
テ
ィ
」
に
な
る
な
ど
、
外
来
音
の
同
時
押
し
も
定
義
さ 

 
 

れ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
濁
音
の
外
来
音
は
３
キ
ー
同
時
押
し
で
す
。 

テ
ィ
、
デ
ィ
、
ト
ゥ
、
ド
ゥ
、
チ
ェ
、
シ
ェ
、
ジ
ェ
、
フ
ァ
行
、
ウ
ィ
、
ウ
ォ
、
ヴ
ァ
行
（
ヴ
は 

専
用
キ
ー
）、
な
ど
を
よ
く
使
う
で
し
ょ
う
。
詳
細
は
あ
と
の
外
来
音
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 
 
 

拗
音
と
外
来
音
は
、「
使
う
２
音
の
同
時
押
し
」
と
い
う
も
っ
と
も
直
感
的
な
入
力
（
別
に
位
置
を 

覚
え
る
必
要
が
な
い
）
で
す
。
他
の
配
列
に
な
い
、
薙
刀
式
だ
け
の
特
徴
で
す
。 
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同
時
押
し
ル
ー
ル
が
複
数
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
「
清
音
を
変
化
さ
せ
て
、
濁
音
、
半
濁
音
、
小
書
き
、

拗
音
、
外
来
音
に
す
る
」
と
い
う
日
本
語
の
表
記
ル
ー
ル
そ
の
も
の
と
の
対
応
な
の
で
、
難
し
く
は
な
い

で
し
ょ
う
。
複
雑
な
の
は
薙
刀
式
で
は
な
く
、
日
本
語
の
ル
ー
ル
の
方
で
す
（
英
語
は
大
文
字
、
小
文
字
、

ス
ペ
ー
ス
を
空
け
る
、;:'"

な
ど
の
ル
ー
ル
く
ら
い
し
か
な
い
で
す
か
ら
ね
）。 

 

ま
た
、
入
力
か
ら
変
換
過
程
で
必
要
な
キ
ー
を
い
く
つ
か
備
え
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。 

 

【
エ
ン
タ
ー
】 

人
差
し
指
下
段
（
句
読
点
）
の
同
時
押
し
で
す
。
確
定
や
改
行
に
ど
う
ぞ
。 

【B
S

】 

右
手
人
差
し
指
上
段
で
す
。
す
ぐ
に
手
が
伸
ば
せ
る
位
置
に
い
ま
す
。 

【
候
補
選
択
】 

や
や
打
ち
に
く
いT

Y

位
置
に
は
文
字
を
置
か
ず
、
左
右
カ
ー
ソ
ル
と
し
ま
し
た
。
候 

補
選
択
（
縦
書
き
用
）
に
。 

【IM
E

 O
N

/O
F

F

】 

日
本
語
入
力
を
オ
ン
に
す
る
と
き
はH

J

の
同
時
押
し
。
英
語
入
力
（
デ
フ
ォ 

ル
ト
で
はq

w
e
rty

配
列
）
に
す
る
と
き
はF

G

の
同
時
押
し
。M

a
c

と
同
じ
、
英
数
と
カ
ナ
を 

切
り
替
え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

【
記
号
や
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
】 

！
？
「
」（
）・
…
…
な
ど
の
記
号
、
上
下
移
動
や
シ
フ
ト
上
下
、
ホ 

ー
ム
エ
ン
ド
な
ど
の
機
能
キ
ー
は
、「
編
集
モ
ー
ド
」
と
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
三
章
。 

  

薙
刀
式
の
長
所 

 

１ 

片
手
ア
ル
ペ
ジ
オ
重
視
の
連
接
が
多
い
こ
と
。（
あ
る
、
な
い
、
す
る
、
し
て
、
て
き
、
こ
と
な
ど
。 

連
続
シ
フ
ト
で
の
、
も
の
、
お
も
、
ま
り
な
ど
。
拗
音
か
ら
の
、
う
、
ん
、
く
、
つ
な
ど
） 

２ 

拗
音
、
外
来
音
が
「
使
用
す
る
二
字
」
の
同
時
押
し
で
出
る
わ
か
り
や
す
さ
。 

３ 

文
字
使
用
キ
ー
が
２
８
と
、
カ
ナ
配
列
と
し
て
は
最
小
で
あ
る
こ
と
。
同
時
押
し
ル
ー
ル
を
用
意
す 

る
こ
と
で
、「
そ
の
音
以
外
は
覚
え
る
必
要
が
な
い
」
こ
と
（
拗
音
、
外
来
音
、
濁
音
、
半
濁
音
、
小
書 

き
を
別
に
覚
え
な
く
て
は
い
け
な
い
配
列
が
多
い
中
で
、
清
音
の
み
を
覚
え
れ
ば
使
え
る
配
列
。「
清
濁 

半
濁
小
拗
外
来
同
置
か
つ
１
打
」
を
実
現
）。
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
の
習
得
が
楽
で
、
そ
の
あ
と
の
運
指 

の
練
り
も
、
組
み
あ
わ
せ
爆
発
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
。 

４ 

同
時
押
し
判
定
を
工
夫
し
て
あ
り
、「
ど
ち
ら
か
を
押
し
な
が
ら
も
う
一
方
を
押
す
（
双
方
シ
フ
ト
）」 

に
し
て
あ
る
。
考
え
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
打
っ
て
も
よ
い
し
、
す
ば
や
く
打
っ
て
も
良
い
。 

５ 

人
差
し
指
と
中
指
の
合
計
使
用
率
が
８
０
％
。
弱
い
薬
指
、
小
指
は
少
な
め
。
強
い
指
で
打
て
る
。 

※ 

新
下
駄
、
飛
鳥
６
０ 

親
指
シ
フ
ト
５
５ 

Q
w

e
rty

ロ
ー
マ
字
６
７ 

６ 
J
IS

、U
S

キ
ー
ボ
ー
ド
の
両
方
で
つ
か
え
る
こ
と
。 

 

短
所 

１ 

３
キ
ー
同
時
押
し
が
、
安
価
な
キ
ー
ボ
ー
ド
で
は
実
装
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
（
２
０
０
０
円 

く
ら
い
の
価
格
帯
で
は
だ
め
か
も
。
３
キ
ー
同
時
押
し
し
て
出
る
か
ど
う
か
を
要
確
認
。
メ
カ
ニ
カ
ル 
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キ
ー
ボ
ー
ド
や
静
電
容
量
方
式
な
ど
、
１
万
円
台
以
上
の
高
級
キ
ー
ボ
ー
ド
を
お
勧
め
し
ま
す
） 

２ 

「
て
い
」「
い
て
」
を
す
ば
や
く
打
つ
と
「
テ
ィ
」
に
化
け
る
こ
と
。
同
時
押
し
原
理
上
の
制
約
。 

「
重
な
ら
な
い
よ
う
に
、
前
の
文
字
を
離
し
て
か
ら
次
の
文
字
を
押
せ
ばO

K

」
で
す
。 

３ 

ス
ペ
ー
ス
キ
ー
の
シ
フ
ト
は
、「
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
が
先
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
実
装 

し
て
い
るD

v
o
ra

k
J

の
限
界
で
す
。
飛
鳥
配
列
の
よ
う
に
「
同
時
か
つ
連
続
」
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

４ 

タ
イ
ピ
ン
グ
最
速
は
出
な
い
か
も
知
れ
な
い
（
新
下
駄
配
列
や
飛
鳥
配
列
ほ
ど
速
く
な
い
か
も
知
れ 

な
い
）。
し
か
し
作
者
は
平
易
な
文
で
１
２
０
０
字
（
変
換
後
）
／
１
０
分
程
度
の
速
度
な
の
で
、
創
作 

文
章
に
は
問
題
な
い
と
考
え
ま
す
。
瞬
間
風
速
よ
り
も
長
時
間
マ
ラ
ソ
ン
用
の
配
列
で
す
。 

５ 
D

v
o
ra

k
J

が
走
るW

in
d

o
w

s

の
み
対
応
で
す
。M

a
c

に
は
「
か
え
う
ち
」
版
が
あ
り
ま
す
が
、
３ 

キ
ー
同
時
に
厳
密
に
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
（「
し
」
を
押
し
な
が
ら
「
濁
音
」「
よ
」
同
時
押
し
、
な 

ど
の
よ
う
に
操
作
）。 

  

前
バ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら
の
変
更
点 

 

１ 

小
指
、
薬
指
の
微
調
整
。（「
め
」「
ね
」「
む
」
の
入
れ
替
え
、「
ほ
」「
ろ
」
の
入
れ
替
え
） 

 

２ 

「
。
確
定
」
を
、
シ
フ
ト
「
な
」「
ん
」
に
バ
イ
ン
ド
。 

３ 

編
集
モ
ー
ド
を
大
幅
改
定
。
と
く
に
カ
ッ
コ
系
の
「
ひ
ら
く
、
と
じ
る
、
一
文
字
戻
る
」
を
廃
止
。 

【
」】
終
わ
り
の
複
雑
な
挙
動
を
シ
ン
プ
ル
化
。 
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機
能
キ
ー
入
り
配
列
図 
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第
一
章 

イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
手
順 

  

薙
刀
式
は
、W

in
d

o
w

s

専
用
のD

v
o
ra

k
J

上
で
う
ご
く
シ
ス
テ
ム
で
す
（M

a
c

、iP
h

o
n

e

、A
n

d
ro

id

そ
の
他
のO

S

は
「
か
え
う
ち
」
版
薙
刀
式
で
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
）。 

以
下W

in
d

o
w

s

の
場
合
を
説
明
し
ま
す
。 

  

１ 
D

v
o
ra

k
J

、
薙
刀
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド 

 

〇D
v
o
ra

k
J

: 
 
b

le
ch

m
u

sik
.x

ii.jp
/d

v
o
ra

k
j

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。 

D
v
o
ra

k
J

は
、
キ
ー
配
列
が
変
更
で
き
るW

in
d

o
w

s
の
フ
リ
ー
ウ
ェ
ア
。
レ
ジ
ス
ト
リ
を
変
更
し
な
い

た
め
、
フ
ォ
ル
ダ
ご
と
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
コ
ピ
ー
し
て
持
ち
歩
け
ば
共
用
パ
ソ
コ
ン
で
も
使
え
る
便
利
ソ
フ
ト
で

す
。 

 

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
か
ｃ
ド
ラ
イ
ブ
の
中
に
ト
ッ
プ
フ
ォ
ル
ダ
を
置
く
こ
と
（
設
定
が
終
わ
っ
て
か
ら
Ｕ
Ｓ

Ｂ
に
コ
ピ
ー
す
れ
ば
、
設
定
ご
と
コ
ピ
ー
さ
れ
る
）
。d

v
o
ra

k
j.e

x
e

を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
立
ち
上

が
り
（
自
動
起
動
も
設
定
可
能
）、
設
定
画
面
も
兼
ね
ま
す
。 

 

〇
薙
刀
式: 

ブ
ロ
グ
「
大
岡
俊
彦
の
作
品
置
き
場
」 

o
o
o
k

a
w

o
k

s.se
e
sa

a
.n

e
t

の
ト
ッ
プ
に
薙
刀
式
の
リ

ン
ク
が
あ
り
ま
す
。
以
下
の
も
の
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

薙
刀
式v

1
0

.tx
t  

 

薙
刀
式
英
数v

1
0

.tx
t  

 

薙
刀
式
編
集
モ
ー
ドv

1
0

.tx
t 

  

こ
れ
ら
をD

v
o
ra

k
J

のu
se

r

フ
ォ
ル
ダ
内
に
置
き
、
以
下
の
設
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

２ 
D

v
o
ra

k
J

の
設
定 

  

キ
ー
ボ
ー
ド 

入
力
全
般 

 
S

a
n

d
s

な
ど 

「S
a

n
d

s: [S
p

a
ce

]

に[S
h

ift]

の
機
能
も
担
わ
せ
る
」
…
…
オ
ン 

 
 

「
無
変
換
」
＋
「
文
字
」
と
「
変
換
」
＋
「
文
字
」
…
…
オ
ン 

u
s
e
r

フ
ォ
ル
ダ
の
中
か
ら
「
薙
刀
式
編
集
モ
ー
ドv

1
0

.tx
t

」
を
選
択 

 

待
機
と
遅
延 

日
本
語
入
力
…
…
８
０
ミ
リ
秒
程
度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
上
級
者
は
３
０
ミ
リ
秒
程
度
に
し
て
も
Ｏ
Ｋ
） 

 
 

 

キ
ー
を
発
行
さ
せ
る
の
に
遅
延
す
る
時
間
…
…
０
ミ
リ
秒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
使
用
環
境
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
） 
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Ｉ
Ｍ
Ｅ
関
連 

「
Ｉ
Ｍ
Ｅ
の
状
態
の
変
更
（
直
接
入
力
と
日
本
語
入
力
の
切
り
替
え
）」 

 
 

 

…
…
全
部
オ
フ 

 

修
飾
キ
ー
関
連 

「
修
飾
キ
ー
を
押
し
下
げ
て
い
る
場
合
にQ

W
E

R
T

Y

配
列
を
使
用
す
る
」 

C
trl A

lt W
in

…
…
全
部
オ
ン 

直
接
入
力 

 

設
定
フ
ァ
イ
ル
…
…u

se
r

の
中
か
ら
「
薙
刀
式
英
数v

1
0

.tx
t

」
を
選
ぶ
。 

※ 
 
Q

w
e
rty

配
列
にIM

E

オ
ン
オ
フ
や
編
集
モ
ー
ド
な
ど
を
追
加
し
た

も
の
で
す
。 

英
字
の
と
き
にQ

w
e
rty

以
外
が
使
い
た
い
方
は
、
各
自
設
定
を
変
え

て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

直
接
入
力
用
設
定
を
一
時
利
用
す
る
場
合
、
変
換
候
補
窓
を
表
示
中
…
… 

オ
フ 

日
本
語
入
力 

 

設
定
フ
ァ
イ
ル
…
…u

se
r

の
中
か
ら
「
薙
刀
式v

1
0

.tx
t

」
を
選
ぶ
。 

「
日
本
語
入
力
の
設
定
／
日
本
語
入
力
配
列
を
日
本
語
入
力
時
に
の
み
使

用
す
る
」
…
…
オ
ン 

 
 

 

「[S
h

ift]+
[

文
字]

の
と
き
／
未
設
定
の
と
き
に
は
何
も
発
行
し
な
い
」
… 

…
オ
ン 

 
 
 

そ
の
他 

 

起
動
時
の
設
定 

ロ
グ
オ
ン
時
にD

v
o
ra

k
J

を
起
動
す
る
…
…
オ
ン 

 
 

 
D

v
o
ra

k
J

起
動
時
に
設
定
画
面
を
最
小
化
す
る
…
…
オ
ン 

 

ホ
ッ
ト
キ
ー 

D
o
v
ra

k
J

用
の
ホ
ッ
ト
キ
ー
を
有
効
に
す
る
…
…
オ
ン 

 
 

 
 

実
行
を
停
止
す
る 

S
-C

-0
 

 
 

 
 

実
行
を
再
開
す
る 

S
-C

-1
 

  

以
下
はJ

IS

キ
ー
ボ
ー
ド
用
の
設
定
で
す
。U

S

キ
ー
ボ
ー
ド
用
に
は
不
要
で
す
が
、U

S

とJ
IS

の
キ

ー
バ
イ
ン
ド
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
な
い
の
で
、設
定
し
て
お
く
とJ

IS

を
つ
な
い
だ
時
に
す
ぐ
使
え
ま
す
。 

 

 

単
一
キ
ー 

 
[

無
変
換]

な
ど 

[

無
変
換]  

直
接
入
力
時 

…
…
「
直
接
入
力
に
す
る
」 

 
 

 
 

 

日
本
語
入
力
時
…
…
「
直
接
入
力
に
す
る
」 

 
 

 
[

変
換] 

 

直
接
入
力
時 

…
…{E

n
te

r} 

 
 

 
 

 

日
本
語
入
力
時
…
…{E

n
te

r} 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[

か
な] 

 
 

直
接
入
力
時 

…
…
「
日
本
語
入
力
に
す
る
」 

 
 

 
 

 

日
本
語
入
力
時
…
…
「
日
本
語
入
力
に
す
る
」 
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３ 
IM

E

の
設
定 

  
IM

E

の
設
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。
か
な
／
英
数
の
切
り
替
え
用
の
設
定
で
す
。 

「
無
変
換
キ
ー
を
押
し
た
と
き
にIM

E

オ
フ
」「
ひ
ら
が
な
カ
タ
カ
ナ
キ
ー
を
押
し
た
と
き
にIM

E

オ
ン
」

に
設
定
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。 

 

M
S

-IM
E

の
場
合
。
右
下
の
ア
イ
コ
ン
を
右
ク
リ
ッ
ク
→
プ
ロ
パ
テ
ィ
／
詳
細
設
定
→
全
般
／
編
集
操

作
／
キ
ー
設
定
／
変
更
を
ク
リ
ッ
ク
。 

 
S

h
ift+

E
n

te
r  

入
力
文
字
の
み
…
…
「
全
確
定
」
に
設
定 

 

無
変
換 

 
 

入
力
／
変
換
済
み
文
字
な
し
…
…
「IM

E

オ
フ
」
に
設
定 

 

ひ
ら
が
な 

 

入
力
／
変
換
済
み
文
字
な
し
…
…
「IM

E

オ
ン
」
に
設
定 

 

カ
タ
カ
ナ 

 

入
力
／
変
換
済
み
文
字
な
し
…
…
「IM

E

オ
ン
」
に
設
定 

             

設
定
が
終
わ
っ
た
ら
、
エ
デ
ィ
タ
を
立
ち
上
げ
、
薙
刀
式
の
練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

薙
刀
式
は
「
物
語
を
書
く
こ
と
」
を
前
提
と
し
て
開
発
さ
れ
た
の
で
、
縦
書
き
で
使
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

縦
書
き
か
つ
軽
い
エ
デ
ィ
タ
を
勧
め
ま
す
。 

 

M
S

の
標
準
ワ
ー
プ
ロ
、
ワ
ー
ド
は
高
機
能
す
ぎ
て
長
文
テ
キ
ス
ト
を
バ
ン
バ
ン
打
つ
に
は
重
く
て
弱
い

エ
デ
ィ
タ
で
す
。
メ
モ
帳
は
軽
い
で
す
が
、
縦
書
き
が
で
き
ま
せ
ん
。 

iT
e
x
t

（
無
料
）
を
僕
は
愛
用
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ド
ゥ
機
能
な
ど
が
弱
い
古
い
時
代
の
も
の
で
す
が
、

古
い
ぶ
ん
機
能
が
少
な
く
、
テ
キ
ス
ト
を
打
つ
だ
け
だ
と
最
速
ク
ラ
ス
に
軽
い
で
す
。
こ
こ
で
書
い
て
ワ

ー
ド
に
貼
り
つ
け
（「
形
式
を
選
択
し
て
ペ
ー
ス
ト
」
コ
マ
ン
ド
）、
印
刷
用
の
書
式
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

 

縦
書
き
対
応
エ
デ
ィ
タ
に
は
、
ほ
か
に

T
A

T
E

d
ito

r

、
メ
リ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
無
料
な

の
で
、
気
に
入
っ
た
も
の
で
研
究
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
キ
ー
ボ
ー
ド
を
ペ
ン
と
す
れ
ば
、
エ
デ
ィ
タ
は

原
稿
用
紙
で
す
。
軽
く
、
使
い
勝
手
が
い
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 
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第
二
章 

薙
刀
式
を
打
て
る
よ
う
に
な
ろ
う 

 

 

レ
ッ
ス
ン
０ 

基
本
操
作 

 

中
断 

S
h

ift+
C

trl+
0
 
 

も
と
の
キ
ー
ボ
ー
ド
に
。 

再
開 

S
h

ift+
C

trl+
1
 
 

薙
刀
式
に
。 

（
１
／
０
で
電
源
オ
ン
オ
フ
の
イ
メ
ー
ジ
） 

 C
trl

、A
lt

と
組
み
合
わ
せ
る
キ
ー
…
…Q

w
e
rty

配
列
の
ま
ま 

  

か
な
入
力
へ
（IM

E
-O

F
F

）
…
…F

＋G
 
 
 
 

（J
IS

）
か
な
キ
ー 

英
数
入
力
へ
（IM

E
-O

N

） 
…
…J

＋H
 
 
 
 

（J
IS

）
無
変
換
キ
ー 

 

エ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 

…
…V

＋M
 
 
 
 

（J
IS

）
変
換
キ
ー 

   

レ
ッ
ス
ン
１ 

右
手
の
心
臓
部 

 

で
は
薙
刀
式
の
練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。
以
下
の
例
文
で
、
薙
刀
式
の
骨

格
（
＝
僕
が
日
本
語
の
骨
格
だ
と
考
え
る
部
分
）
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

  

学
ぶ
こ
と 

あ
る 

な
い 

す
る 

 

最
大
の
心
臓
部
は
、「
あ
る
」「
な
い
」「
す
る
」
で
す
。 

ア
ル
ペ
ジ
オ
（
隣
り
合
う
指
で
タ
ラ
ン
と
素
早
く
打
つ
打
鍵
）
で
打
て

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
限
り
な
く
す
ば
や
く
打
て
る
よ
う
に
な
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

  
 

あ
る 

な
い 

す
る 

 
 

い
な
い 

あ
い 

い
る 

な
る 

 
 

あ
な 

い
す 

す
い
す
い 

な
あ 

な
あ
な
あ 

な
す 

 
 

あ
る
あ
る
あ
る 

な
い
な
い
な
い 

す
る
す
る
す
る 
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レ
ッ
ス
ン
２ 

左
手
の
心
臓
部
１ 

 

 

学
ん
だ
こ
と 

あ
る 

な
い 

す
る 

 

学
ぶ
こ
と 

 

か 

て 

が 

で 

濁
音
同
時
押
し 

 

左
手
の
「
か
」「
て
」
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。 

濁
音
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。 

左
手
の
音
を
濁
音
化
す
る
と
き
、
右
手
の
「
あ
」
と
同
時
押
し
で
す
。 

右
手
の
音
を
濁
音
化
す
る
と
き
、
左
手
の
「
か
」
と
同
時
押
し
で
す
。 

 

（
こ
れ
を
「
逆
手
人
差
し
指
中
段
同
時
押
し
」
な
ど
と
い
い
ま
す
） 

 
 
 

か 

が 
て 

で 

ず 

 
 
 

が
あ
る 

で
あ
る 

が
な
い 

で
な
い 

 
 
 

で
す 

あ
る
で
す 
な
い
で
す 

ず
る
い 

  

濁
音
同
時
押
し
は
、「
順
番
を
問
わ
ず
、
同
時
押
し
さ
れ
て
い
る
瞬
間
が

あ
る
と
同
時
と
み
な
す
」
と
い
う
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
ど

っ
ち
か
を
押
し
て
ど
っ
ち
か
を
押
し
て
も
、
す
ば
や
く
同
時
押
し
し
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
遅
い
初
心
者
は
ゆ
っ
く
り
と
打
て
、
高
速
に
打
て
る
上
級
者
は

そ
の
ま
ま
打
つ
、
練
度
を
要
求
さ
れ
な
い
方
式
で
す
。 

 
 
 

す
る
で
な
い 

す
か
す
か 

す
て
る 

か
す 

か
ず
か
ず 

 

ず
か
ず
か 

ず
る
ず
る 

勝
て
る 

勝
て
な
い 

出
る 
出
な
い 

  

レ
ッ
ス
ン
３ 

左
手
の
心
臓
部
２
、
右
手
の
心
臓
部
２ 

  

学
ん
だ
こ
と 

あ
る
な
い
す
る 

か 

て 

濁
音
同
時
押
し 

 

学
ぶ
こ
と 

 

こ
と
し 

た
う
ん 

 

少
し
ず
つ
左
右
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。 

こ 

と 

し 

ご 

ど 

じ 

た 

だ 

う 

ん 
 

こ
と 

し
て 

し
て
る 

し
て
い
る 

し
て
あ
る 

し
て
な
い 

し
て
い
な
い 

す
る
こ
と 

し
た 

し
た
こ
と 

し
た
こ
と
が
あ
る 

し
た
こ
と
が
な
い 

す
る
こ
と
が
な
い 

す
る
こ
と
が
あ
る 

い
う 

う
ん 

い
う
ん
だ 

な
ん
だ 

な
ん
だ
い 
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こ
う
い
う
こ
と 

こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る 

こ
う
い
う
こ
と
が
な
い 

こ
う
で
あ
る 

こ
う
で
な
い 

し
か
な
い 

し
が
な
い 

こ
ん
な
こ
と
が
あ
る 

こ
ん
な
こ
と
が
な
い 

こ
う
だ 
し
て
た 

う
ん
だ 

い
う
ん
だ 

す
る
ん
だ 

し
ん
だ 

と
ん
だ 

し
た
が
う 

し
た
が
う
ん
だ 

書
か
な
い 

書
か
な
い
こ
と
が
あ
る 

ど
う
す
る 

ど
う
だ 

だ
ん
だ
ん 

 

レ
ッ
ス
ン
４ 

左
手
周
辺
部
と
セ
ン
タ
ー
シ
フ
ト 

 

学
ん
だ
こ
と 

あ
る
な
い
す
る 

か 

て 

濁
音
同
時
押
し 

 
 
 
 
 
 
 

こ
と
し 

た
う
ん 

 

学
ぶ
こ
と 

 
セ
ン
タ
ー
シ
フ
ト 

に
ま 

れ
そ 

お
も
の 

 

セ
ン
タ
ー
シ
フ
ト
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
「
ス
ペ
ー
ス
を
押
し
な
が
ら
文

字
を
押
す
」
と
、
シ
フ
ト
側
の
文
字
（
キ
ー
の
右
下
に
表
記
）
が
出
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
キ
ー
を
、
「
単
独
で
押
し
て
離
す
と
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
、
押
し
な

が
ら
ほ
か
に
何
か
押
す
と
シ
フ
ト
キ
ー
に
な
る
」
と
設
定
し
て
あ
り
ま
す

（S
a

n
d

S
: S

p
a
ce

 a
n

d
 S

h
ift

）。
常
に
有
効
な
の
で
、
英
数
時
に
大
文

字
や
記
号
に
し
た
り
で
き
ま
す
。
カ
ー
ソ
ル
と
併
用
し
て
、
選
択
の
と
き

に
も
使
え
ま
す
。 

重
要
な
こ
と
は
、
押
し
っ
ぱ
な
し
で
複
数
の
入
力
に
効
く
こ
と
（
連
続

シ
フ
ト
）
で
す
。
例 

も
の 

実
装
し
て
い
る

D
v
o
ra

k
J

の
シ
ス
テ
ム
上
、
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
は
必
ず

先
押
し
が
必
要
で
す
。
薙
刀
式
で
は
、
「
順
番
は
問
わ
な
い
一
を
「
同
時

押
し
」、「
先
に
押
し
な
が
ら
」
を
「
シ
フ
ト
」
と
、
表
記
上
区
別
し
て
い

ま
す
。 

 

ま 

に 

ま
に 

も 

の 

も
の
（
シ
フ
ト
押
し
っ
ぱ
な
し
で
連
続
さ
せ
て
も
、
打
つ
た
び
に
シ
フ
ト

を
押
し
て
も
い
い
こ
と
も
確
認
し
て
く
だ
さ
い
） 

 

ま
に
あ
う 

ま
す 

ま
に
あ
い
ま
す 

 

ま
す 

ま
す
ま
す 

ま
ず
ま
ず 

ま
ず
な
い 

ま
ず
い 

う
ま
い 

こ
こ
に
あ
る 

こ
こ
に
な
い 

 

れ 

こ
れ 

そ
れ 

ど
れ 

あ
れ 

 

お 

も 

の 

思
う 

も
う 

も
の 

 

の
だ 

な
の
だ 

そ
う
な
の
だ 

 

魔
物 

煮
物 

大
物 

も
の
が
あ
る 

 

そ
れ
が
ど
う
し
た 

あ
れ
が
こ
う
な
の
だ 

 

そ
う
だ
と
思
う 

だ
が
そ
う
で
な
い 

そ
れ
に
こ
う
だ 

 

ど
れ
に
す
る 

な
に
も
な
い 

こ
れ
に
そ
れ
も
な
い 

あ
あ
言
う
が
そ
う
だ
な
と
思
う 

そ
の
こ
と
が
こ
う
な
る
な
ん
て 

あ
の
こ
と
が
そ
う
な
る
な
ん
て 

な
ど
な
ど 

に
な
る 

男 

女 
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ち
な
み
に
濁
音
同
時
押
し
は
、「
シ
フ
ト
を
押
し
て
い
る
と
き
で
も
、
押
し
て
い
な
く
て
もO

K

」（
＝
同

時
押
し
と
シ
フ
ト
は
独
立
し
て
い
る
）
と
し
ま
し
た
。
シ
フ
ト
側
に
あ
る
音
を
濁
音
化
す
る
と
き
、
シ
フ

ト
を
押
さ
な
く
て
も
濁
音
化
で
き
ま
す
（
濁
音
に
関
し
て
排
他
的
配
置
の
た
め
）。 

逆
に
、
シ
フ
ト
側
で
な
い
文
字
を
濁
音
化
す
る
と
き
、
シ
フ
ト
を
押
し
て
て
も
よ
い
で
す
。 

連
続
シ
フ
ト
し
な
が
ら
濁
音
化
す
る
と
き
、
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
を
離
す
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

ま
で 

ま
で
に
（
３
文
字
と
も
シ
フ
ト
押
し
っ
ぱ
な
し
でO

K

） 

 

で
も 

の
で 

で
に 

で
の 
そ
れ
ま
で
に 

あ
し
た
ま
で
に 

だ
が
こ
う
な
の
で 

 

儲
か
る
の
で 

で
も
そ
う
な
ん
だ 
こ
れ
で
も 

で
も
し
か
し 

 

ス
ペ
ー
ス
キ
ー
を
押
し
な
が
ら
の
同
時
押
し
は
、
実
装
し
て
い
るD

v
o
ra

k
J

の
仕
様
上
、「
ど
ち
ら
も
シ

フ
ト
キ
ー
が
わ
り
に
お
し
っ
ぱ
な
し
で
よ
い
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
は
い
く
ら
で
も
お
し

っ
ぱ
な
し
で
よ
い
で
す
が
、
文
字
キ
ー
は
「
〇
ミ
リ
秒
以
内
に
同
時
押
し
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
な
り
ま

す
。
初
期
設
定
で
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
４
０
～
８
０
ミ
リ
秒
が
推
奨
で
す
。 

 

レ
ッ
ス
ン
５ 

さ
ら
に
日
本
語
に
近
づ
く 

 

 

学
ん
だ
こ
と 

あ
る
な
い
す
る 

か 

て 
濁
音
同
時
押
し 

 

こ
と
し 

た
う
ん 

 

 
 
 
 
 
 
 

セ
ン
タ
ー
シ
フ
ト 

に
ま 

れ
そ 
お
も
の 

 

学
ぶ
こ
と 

 

っ
く
わ 

は
ら 

、
。（
句
読
点
） 

  

っ
て 

っ
と 

っ
た 

 

あ
っ
た 

だ
っ
た 

と
っ
た 

い
っ
た 

か
っ
た 

そ
っ
と 

 

わ
く
わ
く
す
る 

わ
た
し
が
い
う 

そ
く 

く
そ 

 

わ
た
し 

あ
な
た 

あ
な
た
と
わ
た
し 

し
く
じ
る 

す
く
す
く 

く
わ
し
い 

 

そ
れ
は 

そ
れ
は
ど
う
か
な 

わ
た
し
は
バ
カ
だ 

 

発
し
た
こ
と 

罰
し
た
こ
と 

爆
弾 

そ
の
場
逃
れ
で
言
い
逃
れ 

 

こ
う
い
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た 

そ
う
し
て
は
ど
う
か 

こ
う
す
れ
ば
い
い
の
に 

 

ら 

し
た
ら 

ら
れ
た 

ら
れ
る 

な
ら
ば 

な
ら
な
い 

 

そ
れ
か
ら 

そ
こ
か
ら
来
る 

だ
か
ら 

で
す
か
ら 

 

い
う
こ
と
が
あ
る
が
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
次
第
だ 

 

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
言
う
こ
と
だ
な 

 

そ
う
だ
な
そ
う
し
た
ら 

あ
っ
た
ま
に
来
る
な
あ 
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で
は 

に
は 

と
は 

の
は 

ら
れ
た 

れ
ば 

ら
れ
れ
ば 

 

で
は
ど
う
か 

そ
こ
に
は
あ
る
か
も 

恥
で
す 

し
て
は
る 

   

句
読
点
を
学
び
ま
し
ょ
う
。 

 

シ
フ
ト
「
こ
」
が
「
、」
、
シ
フ
ト
「
な
」
が
「
。」
で
す
。 

  

こ
れ
な
ら
、
い
く
ら
で
も
。
あ
あ
。
こ
う
し
て
い
こ
う
。 

 

そ
う
な
る
か
。
な
、
な
に
い
。 

し
て
い
ま
す
が
、
な
に
か
。 

 

カ
タ
ナ
式
やv

8

ま
で
採
用
し
て
い
た
、「
。
確
定
」
は
、
編
集
モ
ー
ド
に
あ
り
ま
す
。 

[M
][,]

を
押
し
な
が
ら[V

]

に
バ
イ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、[C

][V
][M

][,]

の
４
キ
ー
同
時
押
し
で
、「
。
確
定
、
改
行
」
の
マ
ク
ロ
が
入
っ
て
い
ま
す
。 

  

レ
ッ
ス
ン
６ 

半
濁
音
、
小
書
、
拗
音 

 

 

学
ん
だ
こ
と 

あ
る
な
い
す
る 

か 

て 
濁
音
同
時
押
し 

 
 
 
 
 
 
 

こ
と
し 

た
う
ん 

セ
ン
タ
ー
シ
フ
ト 

 
 
 
 
 
 
 

に
ま 

れ
そ 

お
も
の 

っ
く
わ 

は
ら 

、。 

 

学
ぶ
こ
と 

 

き 

み 

を 

よ 

ゆ 

ー 

や 

  

薙
刀
式
の
ウ
リ
の
ひ
と
つ
は
拗
音
同
時
押
し
で
す
が
、
そ
の
前
に
拗
音
の

パ
ー
ツ
に
も
な
る
部
分
を
先
に
マ
ス
タ
ー
し
て
お
き
ま
す
。 

  

き 

ぎ 

み 

を 

よ 

ゆ 

ー 

や 

 

効
か
な
い 

効
く 

効
く
時 

的
な 

的
に 

指
摘 

来
て 

と
き 

と
き
ど
き 

 

見
な
い 

見
る 

見
る
時 

 

余
裕 

猶
予 

 

あ
ー 

う
ー 

ト
ー
ク 

シ
ー
ト 

ニ
ー
ト 

 

き
み 

き
み
が
い
な
い 

き
み
が
い
る 

 

そ
れ
ご
と
き 

出
来
る 

出
来
な
い 

 

出
来
な
い
こ
と
が
あ
る 

出
来
る
こ
と
か
ら 

要
す
る
に 

内
容
が
あ
る
こ
と
と
な
い
こ
と 

 



15 

 

 
半
濁
音
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
逆
手
の
人
差
し
指
下
段
と
同
時
押
し
で
す
。 

 

 

ぱ 
 

清
音
、
濁
音
、
半
濁
音
の
同
時
押
し
使
い
分
け 

 

ぱ
ば
は 

は
ば
ぱ 

  

小
書
き
は
、
シ
フ
ト
＋
半
濁
音
で
す
。 

 

ゃ
ゅ
ょ 

ゎ 

ぁ
ぃ
ぅ
ぉ 

 

ま
ず
は
こ
れ
で
拗
音
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

  
 

し
ょ
う
が
な
い 

し
よ
う
が
な
い 

 

写
真 
宿
題 

今
日 

  

実
際
に
こ
れ
で
拗
音
を
打
つ
の
は
あ
ま
り
出
番
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
次
に
説
明
す
る
、
拗
音
同
時

押
し
が
便
利
だ
か
ら
で
す
。 

 

【
拗
音
同
時
押
し
】 

や
ゆ
よ
（
の
あ
る
キ
ー
）
と
同
時
押
し
。
さ
ら
に
濁
音
キ
ー
と
３
キ
ー
同
時
押
し 

で
濁
拗
音
（「
じ
ょ
」
な
ど
）。
半
濁
音
キ
ー
と
３
キ
ー
同
時
押
し
で
半
濁
拗
音
（「
ぴ
ゅ
」
な
ど
）。 

 

「
一
文
字
目
の
音
と
二
文
字
目
の
音
の
同
時
押
し
」
と
覚
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
最
初
は
手
が
忙
し

い
で
す
が
、
一
旦
覚
え
る
と
覚
え
や
す
く
、
使
っ
た
こ
と
が
な
い
組
み
合
わ
せ
で
も
類
推
可
能
、
と
い
う

こ
と
が
利
点
で
す
。 

 

 
 

し 

し
ょ 

じ 

じ
ょ 

し
ゃ 

じ
ゃ 

し
ゅ 

じ
ゅ 

 
 

き 

き
ょ 

ぎ 

ぎ
ょ 

き
ゃ 

ぎ
ゃ 

き
ゅ 

ぎ
ゅ 

 
 

（
「
濁
音
ゅ
」
が
打
ち
に
く
い
た
め
、
し
、
き
、
ち
に
限
り
「
半
濁
音
ゆ
」
で
も
じ
ゅ
ぎ
ゅ
ぢ
ゅ
が
打 

て
る
よ
う
に
定
義
し
ま
し
た
） 

 
 

し
ょ
う 

じ
ょ
う 

し
ゅ
う 

じ
ゅ
う 

 

き
ょ
う 

ぎ
ょ
う 

き
ゅ
う 

ぎ
ゅ
う 

 
 

シ
ョ
ー
ト 

シ
ュ
ー
ト 

シ
ャ
ー
ク 

ジ
ョ
ー
ク 

ジ
ュ
ー
ク 

キ
ュ
ー
ト 

ぎ
ゃ
ー
ぎ
ゃ
ー 
 

し
ょ
う
が
な
い 

し
よ
う
が
な
い 

 
 

写
真 

宿
題 

今
日 

今
日
か
ら 

今
日
か
ら
は 

 
 

師
匠 

事
象 

笑
止 

障
子 

少
々 

上
々 

少
女 

処
女 

症
状 

上
司 

市
場 

初
志 

女
子 

 

所
持 

辞
書 

証
書 

序
章 

教
師 

司
教 

自
供 

教
示 

帰
郷 

虚
偽 

義
侠 

 
 

将
棋 

常
軌 

行
事 

状
況 

商
業 

漁
業 

漁
礁 

社
会 

弱
点 

尺 

邪
悪 

客 

逆 

逆
に 

 
 

趣
旨 

終
始 

刺
繍 

重
視 

樹
脂 

習
字 

従
事 

縮 

塾 

主
観 

主
君 

主
義 

手
記 

 
 

九 

九
州 

九
十 

十
九 

授
業 

牛
耳
る 

休
職 

住
職 

給
仕 

休
止 

 
 

に
ゅ 

に
ょ 

に
ゃ 

牛
乳 

尿 
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収
入 

乳
業 

巨
乳 

入
賞 

女
性
（
に
ょ
し
ょ
う
） 

 
 

で
し
ょ
う 

な
る
で
し
ょ
う 

あ
る
で
し
ょ
う 

な
い
で
し
ょ
う 

 
 

脈 
妙
な 

ミ
ャ
ン
マ
ー 

  

拗
音
同
時
押
し
を
す
る
と
き
、
た
と
え
ば
「
し
る
」
と
「
し
ょ
」
を
打
ち
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
最
初
の
音
を
「
離
し
て
か
ら
」
次
を
打
つ
と
「
同
時
に
押
し
て
い
る
瞬
間
は
な
い
」
の
で
、

打
ち
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

レ
ッ
ス
ン
７ 

拗
音
２
、
外
来
音 

 

 

学
ん
だ
こ
と 
あ
る
な
い
す
る 

か 

て 

濁
音
同
時
押
し 

 
 
 
 
 
 
 

こ
と
し 

た
う
ん 

セ
ン
タ
ー
シ
フ
ト 

 
 
 
 
 
 
 

に
ま 
れ
そ 

お
も
の 

っ
く
わ 

は
ら 

、。 

 
 
 
 
 
 
 

き 

み 
を 
よ 

ゆ 

ー 

や 

半
濁
音 

小
書
き 

拗
音
同
時
押
し 

 

学
ぶ
こ
と 

 

り
ひ
ち 

ヴ
ほ
ふ
け 
え 

外
来
音 

  

ま
ず
は
、
り
ひ
ち
の
場
所
を
覚
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

り 

ひ 

ち 

理
科 

陸 

な
り
た
い 

倫
理 

 

近
い 

た
ち 

た
ち
が
悪
い 

地
区 

知
己 

知
識 
知
的 

 
 

昼 

開
く 

左 

ひ
れ 

び
れ
る 

悪
び
れ
る 

悪
び
れ
な
い 

 
 

引
く 

引
っ
張
る 

悲
喜
こ
も
ご
も 

悲
観
的 

 
 

ひ
り
ひ
り
す
る
こ
と 

  

拗
音
の
続
き
で
す
。 

 

拗
音
に
な
る
音
は
、
イ
段
の
カ
ナ
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
き

し
ち
に
ひ
み
り
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
以
下
の
も
の
で
全
部
で
す
。 

 

き
ゃ
き
ゅ
き
ょ 

ぎ
ゃ
ぎ
ゅ
ぎ
ょ 

し
ゃ
し
ゅ
し
ょ 

じ
ゃ
じ
ゅ
じ
ょ 

 
 

ち
ゃ
ち
ゅ
ち
ょ 

ぢ
ゃ
ぢ
ゅ
ぢ
ょ 

 
 

に
ゃ
に
ゅ
に
ょ 

 
 

ひ
ゃ
ひ
ゅ
ひ
ょ 

び
ゃ
び
ゅ
び
ょ 

ぴ
ゃ
ぴ
ゅ
ぴ
ょ 

 
 

み
ゃ
み
ゅ
み
ょ 

り
ゃ
り
ゅ
り
ょ 
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象
徴 

強
調 

頂
上 

上
長 

調
教 

丁
々
発
止 

中
小 

嘲
笑 

着
任 

 
 

着
々 
ち
ゃ
ん
と 

ち
ょ
っ
と 

着
色 

仲
介 

注
意 

 
 

明
朝 

了
解 
留
意 

少
量 

了
承 

略 

以
下
略 

虜
囚 

 
 

評
価 

表
紙 
評
判 

商
標 

表
象 

日
向 

百
人 

百
回 

 

「
ぴ
ゃ
ぴ
ゅ
ぴ
ょ
」
の
半
濁
音
拗
音
を
練
習
し
ま
し
ょ
う
。
滅
多
に
出
ず
、
多
少
押
し
に
く
い
の
で
、

こ
の
際
よ
く
練
習
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。「
ぴ
ょ
」
が
や
り
に
く
い
で
す
が
、
出
現
頻
度
を
考
え
、
こ
の
程

度
で
良
し
と
し
ま
し
た
。
「
ぴ
」「
ょ
」
の
よ
う
に
二
打
で
出
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。 

 

 

ぴ
ゃ
ぴ
ゅ
ぴ
ょ 

八
百
人 

ピ
ュ
ー
マ 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー 

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン 

 

発
表 

信
憑 

病
気 

病
的 

白
夜 

誤
謬 
何
百
回 

  

例
外
的
に
、「
濁
音
ゅ
」
が
打
ち
に
く
い
の
で
、「
き
半
濁
音
ゆ
」「
し
半
濁
音
ゆ
」
「
ち
半
濁
音
ゆ
」
で

も
、
じ
ゅ
、
ぎ
ゅ
、
ぢ
ゅ
が
出
る
よ
う
に
設
定
し
て
お
き
ま
し
た
。 

  
 

順
次 

授
業 

受
難 

授
受 

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う 

牛
乳 

牛
肉 

 

  

残
り
の
も
の
を
や
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

ヴ 

け 

げ 

ふ 

ぶ 

ぷ 

ほ 

ぼ 

ぽ 

  

濁
音
、
半
濁
音
化
で
き
る
よ
う
に
。 

  
 
 

い
け
る 

い
け
な
い 

逃
げ
る 

投
げ
る 

 
 

方
法 

そ
の
方
が 

ぽ
っ
と
出 

プ
ー
ル
す
る 

 
 

ぷ
く
ぷ
く 

ぶ
く
ぶ
く 

ぽ
く
ぽ
く 

ぴ
く
ぴ
く 

  

外
来
音
に
行
く
前
に
、「
え
」
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

え
る 

覚
え
る 

入
れ
替
え 

帰
る 

前 

ぁ
ぃ
ぅ
ぇ
ぉ 
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「
外
来
音
同
時
押
し
」
も
薙
刀
式
の
ウ
リ
の
ひ
と
つ
で
す
。
拗
音
同
様
、「
一
文
字
目
の
音
と
二
文
字
目

の
音
の
同
時
押
し
」
で
出
ま
す
。
濁
音
が
あ
る
と
き
は
濁
音
も
同
時
押
し
で
す
。 

 

た
と
え
ば
「
テ
ィ
」
は
「
て
」
「
い
」
同
時
押
し
、
「
デ
ィ
」
は
「
て
」「
濁
音
」
「
い
」
同
時
押
し
で
出

ま
す
。 

 

テ
ィ 

デ
ィ 
ト
ゥ 

ド
ゥ 

 

テ
ィ
ー 

パ
ー
テ
ィ
ー 

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー 

 

デ
ィ
ス
る 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

 

テ
イ
ル
ト
ゥ
ノ
ー
ズ 

イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト 

ア
ン
ド
ゥ 

ド
ゥ
ワ
ッ
プ 

  

「
て
い
」
と
「
て
ぃ
」
、
「
と
う
」
と
「
と
ぅ
」
を
打
ち
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。
同
時
に

押
さ
れ
る
瞬
間
が
あ
れ
ば
同
時
押
し
、
な
け
れ
ば
順
次
ふ
た
つ
が
押
さ
れ
た
と
認
識
す
る
の
は
同
じ
で
す
。 

  

以
下
、
外
来
音
の
例
。 

 

 

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン 

フ
ィ
ー
ル
ド 

フ
ォ
ン
ト 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー 

ヴ
ォ
ー
グ 

 

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ 

ヴ
ェ
ー
ル 

ヴ
ュ
ー 

 

フ
ァ
イ
ル 

フ
ァ
ク
ト 

フ
ァ
ク
ト
リ
ー 

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク 

 
 

フ
ェ
チ 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト 

フ
ェ
イ
ク 

 
 

（
フ
ェ
は
特
に
指
の
形
が
作
り
に
く
い
で
す
。「
ふ
」
薬
指
＋
「
え
」
中
指
で
僕
は
押
し
て
い
ま
す
） 

 

デ
ュ
ー
ク 

フ
ォ
ン
デ
ュ 

 

テ
ュ
リ
ャ
（
て
＋
ゆ
だ
と
「
り
ゅ
」
に
な
る
の
で
、
シ
フ
ト
同
時
押
し
） 

 

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

ウ
ォ
ー
ル
街 

ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト 

ウ
ェ
ー
ブ 

ウ
ェ
イ
ク
ア
ッ
プ 

 

（
ウ
ェ
も
フ
ェ
同
様
の
指
使
い
で
） 

 

ジ
ェ
ッ
ト 

ジ
ェ
ル 

チ
ェ
ッ
ク 

チ
ェ
ス 

ク
リ
シ
ェ 

シ
ェ
パ
ー
ド 

  

打
ち
に
く
い
も
の
は
、
た
と
え
ば
「
て
」「
ゅ
」、
「
う
」「
ぇ
」
の
よ
う
に
二
文
字
で
打
っ
て
も
構
い
ま

せ
ん
。 

ド
イ
ツ
圏
ロ
シ
ア
圏
イ
タ
リ
ア
圏
あ
た
り
で
使
わ
れ
る
ツ
ァ
行
は
、「
う
」「
つ
」
が
同
じ
キ
ー
に
あ
る

た
め
、
シ
フ
ト
押
し
な
が
ら
同
時
押
し
し
て
く
だ
さ
い
。 

  
 

パ
ン
ツ
ァ
ー 

ツ
ィ
ー
ト 

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン 

ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク 
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レ
ッ
ス
ン
９ 

残
り
全
部 

  

あ
と
は
表
紙
の
配
列
表
を
見
な
が
ら
、
好
き
な
音
か
ら
覚
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 

そ
の
う
ち
指
が
覚
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。
人
に
よ
り
ま
す
が
、
一
週
間
か
ら
三
週
間
程
度
で
大
体
覚
え

て
、
一
か
月
か
ら
二
か
月
程
度
で
実
用
入
力
速
度
、
秒
２
カ
ナ
く
ら
い
に
到
達
す
る
と
思
い
ま
す
。
三
か

月
か
ら
半
年
程
度
で
、
以
前
使
っ
て
い
た
配
列
の
速
度
に
匹
敵
す
る
か
、
超
え
る
で
し
ょ
う
。 

  

内
容
を
覚
え
て
い
て
短
く
て
済
む
歌
詞
や
俳
句
を
打
つ
の
が
よ
い
練
習
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
道
行
く

と
き
に
目
に
入
っ
た
言
葉
を
エ
ア
打
鍵
す
る
の
も
い
い
練
習
方
法
に
な
り
ま
す
よ
。
配
列
図
を
印
刷
し
て

持
ち
歩
き
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
眺
め
る
の
も
よ
い
で
す
。 

     

〇
更
に
快
速
に
打
つ
た
め
に 

そ
の
１ 

同
時
押
し
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て 

  

同
時
押
し
系
配
列
は
、
ロ
ー
マ
字
な
ど
と
違
い
、「
全
て
の
文
字
を
、
同
じ
リ
ズ
ム
で
刻
む
」
の
が
コ
ツ

で
す
。
最
初
は
１
秒
１
打
と
か
、
２
秒
１
打
く
ら
い
で
や
る
と
感
じ
が
つ
か
み
や
す
い
で
し
ょ
う
。
た
と

え
ば
「
こ
つ
で
す
」
だ
と
、
「
こ
」
「
つ
（
シ
フ
ト
う
）
」「
で
（
て
と
濁
音
）
」
「
す
」
は
４
拍
で
打
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。「
こ
・
つ
・
で
・
す
」
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。 

 

慣
れ
て
き
た
ら
、
速
く
打
て
る
所
は
速
く
打
っ
て
ゆ
く
と
速
く
な
り
ま
す
（
た
と
え
ば
「
で
す
」
は
、

右
手
が
人
差
し
指
（
濁
音
）
→
薬
指
（
す
）
の
高
速
ア
ル
ペ
ジ
オ
で
打
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
）。「
こ
・

つ
・
で
す
」
の
よ
う
な
変
拍
子
に
な
っ
て
ゆ
く
で
し
ょ
う
。
薙
刀
式
は
、
な
る
べ
く
そ
の
リ
ズ
ム
が
言
葉

の
リ
ズ
ム
と
合
う
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

〇
更
に
快
速
に
打
つ
た
め
に 

そ
の
２ 

右
手
親
指
？ 

左
手
親
指
？ 

 

ス
ペ
ー
ス
キ
ー
で
シ
フ
ト
す
る
と
き
は
「
ど
ち
ら
の
親
指
を
使
っ
て
も
よ
い
」
と
し
ま
す
。 

た
だ
一
本
の
親
指
だ
け
を
使
う
の
は
お
勧
め
し
ま
せ
ん
。
シ
フ
ト
率
が
全
体
で
２
４
％
な
の
で
、
た
と

え
ば
左
親
指
だ
け
を
使
っ
て
い
る
と
疲
労
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。 

 

お
す
す
め
は
、「
右
手
の
文
字
を
シ
フ
ト
す
る
と
き
は
左
親
指
、
左
手
の
文
字
を
シ
フ
ト
す
る
と
き
は
右

親
指
」
と
い
う
「
逆
手
シ
フ
ト
」
で
す
（
同
手
シ
フ
ト
は
押
し
や
す
い
組
み
合
わ
せ
と
押
し
に
く
い
組
み

合
わ
せ
が
あ
る
た
め
、
統
一
し
た
指
使
い
の
ほ
う
が
あ
と
あ
と
混
乱
し
に
く
い
）。 

左
右
の
手
の
シ
フ
ト
率
は
１
２
％
ず
つ
と
等
し
く
し
て
あ
る
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
え
ま
す
。 
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〇
さ
ら
に
快
速
に
打
つ
た
め
に 

そ
の
３ 

ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
と
離
し
入
力 

  

ロ
ー
マ
字
に
お
け
る
高
速
打
鍵
で
は
、
ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
と
い
う
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。
「
一
つ
の
キ
ー

を
押
し
た
と
き
、
そ
れ
を
離
す
前
に
次
の
キ
ー
を
押
し
て
し
ま
う
」
こ
と
で
す
。
同
時
押
し
定
義
の
な
い

ロ
ー
マ
字
で
は
「
キ
ー
を
押
し
た
瞬
間
に
打
鍵
し
た
と
判
定
（
離
す
瞬
間
は
問
わ
な
い
）」
の
た
め
、
離
す

前
か
ら
押
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

し
か
し
薙
刀
式
は
同
時
押
し
定
義
が
多
数
あ
り
ま
す
。
同
時
定
義
の
な
い
と
こ
ろ
は
勢
い
よ
く
ロ
ー
ル

オ
ー
バ
ー
し
て
い
け
ま
す
が
（
例 
あ
る
、
な
い
、
す
る
）、
同
時
押
し
定
義
部
分
で
ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
す

る
と
同
時
押
し
と
判
定
さ
れ
ま
す
（
例 
「
い
う
」
と
打
と
う
と
し
て
「
う
ぃ
」
に
化
け
る
。「
し
て
い
る
」

が
「
し
て
ぃ
る
」
に
化
け
る
）。 

 

こ
れ
を
避
け
る
に
は
、
「
キ
ー
を
離
し
た
と
き
に
文
字
判
定
」
を
意
識
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
「
同
時

押
し
に
判
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
離
す
前
に
押
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
」
と
自
己
判
断
が
可
能
で
す
。 

 

こ
の
た
め
、
原
理
上
は
同
時
押
し
配
列
は
ロ
ー
マ
字
に
、
高
速
（
打
／
秒
）
で
勝
て
な
い
と
言
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
打
鍵
数
そ
の
も
の
が
少
な
い
（
１
／
１
・
７
）
の
で
、
お
お
む
ね
相
殺
す
る
レ
ベ
ル
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 
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第
三
章 

機
能
キ
ー
集 

編
集
モ
ー
ド 

編
集
モ
ー
ド
１
…
…
移
動
、
機
能
系 

J
IS

 

変
換
キ
ー
を
押
し
な
が
ら 

U
S
 

中
段
人
差
し
指
＋
中
指
を
押
し
な
が
ら 

編
集
モ
ー
ド
２
…
…
カ
ッ
コ
系
、
記
号
系 

J
IS

 

無
変
換
キ
ー
を
押
し
な
が
ら 

U
S
 

下
段
人
差
し
指
＋
中
指
を
押
し
な
が
ら  
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編
集
モ
ー
ド
１ 

移
動
、
機
能
系 

 

中
段
二
つ
と
同
時
押
し
、
ま
た
は
変
換
キ
ー
と 

 

１ 

よ
く
使
う
も
の 

 

 

上
下
矢
印
←
→
は
、
デ
フ
ォ
ル
ト
の
左
右
矢
印
↓
↑
と
と
も
に
、
カ
ー

ソ
ル
移
動
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
十
字
に
置
い
て
い
な
い
の
で
、
大
き
な

移
動
な
ら
キ
ー
ボ
ー
ド
の
も
と
の
カ
ー
ソ
ル
キ
ー
の
ほ
う
が
便
利
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

配
列
内
の
↓
↑
は
「
候
補
選
択
」
用
、
編
集
モ
ー
ド
の
←
→
は
「
文
節

選
択
」、
シ
フ
ト
←
→
は
「
文
節
伸
長
」
用
を
メ
イ
ン
に
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
４
文
字
移
動
と
い
う
高
速
移
動
も
あ
る
の
で
活
用
を
。 

  

こ
こ
で
マ
ス
タ
ー
し
た
い
こ
と
は
「
再
変
換
」
で
す
。 

【
再
変
換
】 

シ
フ
ト
カ
ー
ソ
ル
で
選
択
し
た
「
確
定
済
み
の
文
字
」
を
、 

「
入
力
直
後
変
換
状
態
」
に
戻
す
機
能
。 

 

漢
字
の
誤
変
換
の
訂
正
、
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
し
た
い
と
き
、
か
な
を

漢
字
に
し
た
い
時
、
送
り
仮
名
を
変
え
た
い
と
き
、
な
ど
に
活
用
で
き
ま

す
。
４
文
字
←
→
で
大
き
く
移
動
、
←
→
で
細
か
く
移
動
、
シ
フ
ト
←
→

で
選
択
範
囲
を
指
定
、
再
変
換
で
変
換
モ
ー
ド
に
入
り
ま
す
。 

そ
の
後
は
ス
ペ
ー
ス
を
押
し
て
変
換
し
た
と
き
と
同
様
の
状
態
な
の
で
、

↓
↑
で
候
補
選
択
、
←
→
で
文
節
移
動
、
シ
フ
ト
←
→
で
文
節
伸
長
、
エ

ン
タ
ー
／
次
の
文
字
を
打
つ
と
確
定
し
ま
す
。 

 

 

「
中
指
の
中
下
段
で
範
囲
選
択
し
て
、
上
段
で
再
変
換
モ
ー
ド
」
と
、
指
の
動
線
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

た
い
て
い
の
場
合
、
←
（
ま
た
は
４
）
で
戻
っ
て
、
シ
フ
ト
←
で
選
択
し
て
再
変
換
、
確
定
し
た
ら
エ

ン
ド
で
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
で
す
。 

 

【
確
定
エ
ン
ド
】 

確
定
と
エ
ン
ド
の
マ
ク
ロ
。
再
変
換
で
候
補
が
決
ま
っ
た
ら
、「
確
定
し
て
文
末
（
最 

新
部
）
に
戻
る
」
を
ワ
ン
ボ
タ
ン
で
実
行
。 

【
行
末
削
除
】 

シ
フ
ト
エ
ン
ド
＋B

S

。
カ
ー
ソ
ル
位
置
か
ら
行
末
ま
で
消
去
。 
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２ 
デ
フ
ォ
ル
ト
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト 

   

コ
ン
ト
ロ
ー
ルZ

X
C

V

（
ア
ン
ド
ゥ
、
カ
ッ
ト
、
コ
ピ
ー
、
ペ
ー
ス
ト
）、

S

（
保
存
）
を
、
編
集
キ
ー
で
も
同
じ
バ
イ
ン
ド
で
使
え
ま
す
。 

 
A

（
全
選
択
）
は
文
章
編
集
中
に
使
う
こ
と
は
稀
と
判
断
し
て
、
リ
ド

ゥ
を
入
れ
て
お
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
の
同
時
で
普
通

の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
も
出
ま
す
。 

           ３ 

大
移
動
系
、
入
力
変
換
系 

   

入
力
変
換
系
（
右
手
） 

【
カ
タ
カ
ナ
に
変
換
、
ひ
ら
が
な
に
変
換
】 

変
換
中
有
効
。
指
定
文
節 

を
カ
タ
カ
ナ
、
ひ
ら
が
な
に
明
示
的
に
指
定
。
シ
フ
ト
上
下
で
範
囲 

を
指
定
し
て
か
ら
で
もO

K

。 

C
trl-I

（F
7

）、C
trl-U

（F
6

）
と
同
一
。 

 
 【E

S
C

】 

入
力
状
態
を
一
回
戻
す
。 

【E
S

C
 3

】 

今
ど
う
い
う
状
態
か
に
関
係
な
く
、
今
入
力
し
て
い
る
文 

字
（
傍
線
が
つ
い
て
い
る
も
の
）
を
強
制
キ
ャ
ン
セ
ル
。 

  

大
移
動
系
（
左
手
） 

 

「
で
ぃ
」（
て
＋
゛
＋
い
）
の
位
置
を
避
け
て
あ
り
ま
す
。
ペ
ー
ジ
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
、
フ
ァ
イ
ル
の
先
頭
と
末
尾
へ
移
動
が
あ
る
の
で
、
大
き
く
移

動
す
る
と
き
は
ど
う
ぞ
。 
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こ
こ
でW

in
d

o
w

s

、M
S

-IM
E

の
日
本
語
入
力
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

日
本
語
入
力
に
は
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。
入
力
、
変
換
、
候
補
選
択
、
確
定
の
４
サ
イ
ク
ル

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
イ
ク
ル
間
遷
移
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
がM

S
-IM

E

に
は
提
供
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら

を
活
用
す
る
こ
と
で
入
力
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。 

 

 

図
の
下
半
分
は
誰
で
も
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
領
域
で
す
が
、
上
半
分
を
活
用
す
る
と
、「
全
部B

S

で
消

し
て
、
一
か
ら
打
ち
な
お
す
」
を
回
避
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 
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４ 
脚
本
整
形
系 

 

脚
本
形
式
用
の
マ
ク
ロ
で
す
。 

脚
本
形
式
は
ト
書
き
は
３
文
字
下
げ
、
セ
リ
フ
の
二
行
目
以
降
は
１
文
字

下
げ
で
す
。
イ
ン
デ
ン
ト
設
定
し
て
い
な
い
エ
デ
ィ
タ
で
書
く
と
き
、
実
際

に
は
空
白
文
字
を
入
れ
て
字
下
げ
を
作
る
の
が
慣
例
で
す
。 

 
【
３
文
字
ス
ペ
ー
ス
】 

ト
書
き
を
書
く
と
き
に
。 

【
行
頭
挿
入
３
ス
ペ
ー
ス
】 

ト
書
き
を
書
い
て
い
て
、
二
行
目
以
降
に
ま 

た
が
っ
た
と
き
に
活
用
を
。「
ホ
ー
ム
、
改
行
、
ス
ペ
ー
ス
３
つ
挿
入
、 

エ
ン
ド
」
の
マ
ク
ロ
が
あ
り
ま
す
。 

【
行
頭
挿
入
１
ス
ペ
ー
ス
】 

前
の
も
の
の
ス
ペ
ー
ス
一
個
版
。
セ
リ
フ
の 

二
行
目
以
降
に
活
用
を
。 
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編
集
モ
ー
ド
２ 

記
号
、
カ
ッ
コ
系 

 

下
段
二
つ
と
同
時
押
し
、
ま
た
は
無
変
換
キ
ー
と 

 

１ 

記
号
系 

 

物
語
を
書
く
と
き
に
良
く
使
う
記
号
を
集
め
ま
し
た
。 

 

す
べ
て
の
記
号
は
確
定
（
エ
ン
タ
ー
）
を
入
れ
て
あ
る
の
で
、
前
ま
で

の
文
を
確
定
し
て
か
ら
追
加
す
る
か
、
確
定
代
わ
り
に
記
号
を
打
っ
て
く

だ
さ
い
。
た
と
え
ば
「
。」
は
「
。
確
定
」
で
す
。 

【
〇
】 
脚
本
の
シ
ー
ン
記
号
で
す
。 

【
…
…
（
三
点
リ
ー
ダ
二
文
字
）】 

出
版
で
は
二
文
字
セ
ッ
ト
の
た
め
二 

文
字
出
力
し
ま
す
。
ま
た
、「
…
…
。」
を
ア
ル
ペ
ジ
オ
で
打
て
る
よ 

う
に
隣
に
「
。
確
定
」
も
あ
り
ま
す
。 

【
―
―
（
ダ
ッ
シ
ュ
二
文
字
）】 

右
同
様
。 

        

２ 

カ
ギ
カ
ッ
コ
系 

 

「
物
語
を
書
く
配
列
」
と
し
て
、「
」
系
を
充
実
し
て
あ
り
ま
す
。 

「
」
は
引
用
や
強
調
に
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
も
使
う
の
は

「
セ
リ
フ
の
記
号
と
し
て
」
を
想
定
し
て
い
て
、
も
っ
と
も
打
ち
や
す
い

場
所
に
あ
り
ま
す
。
記
号
同
様
、
打
っ
た
瞬
間
確
定
（
エ
ン
タ
ー
）
し
ま

す
。 

 

ま
た
、
閉
じ
カ
ッ
コ
か
ら
の
展
開
を
マ
ク
ロ
に
入
れ
て
あ
り
ま
す
。 

 

【
」
を
う
ち
、
改
行
し
、
次
の
「
】 

小
説
で
、
セ
リ
フ
終
わ
り
か
ら
次 

の
セ
リ
フ
に
行
く
と
き 

【
」
を
う
ち
、
改
行
し
、
一
個
空
白
】 

小
説
で
、
セ
リ
フ
終
わ
り
か
ら 

次
の
地
の
文
に
行
く
と
き 

【
」
を
う
ち
、
改
行
】 

次
が
決
ま
っ
て
い
な
い
け
ど
、
と
り
あ
え
ず
改 

行
し
て
考
え
た
い
と
き 
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【
｜
と
《
》】 

ふ
り
が
な
記
号
で
す
。「
青
空
文
庫
」
方
式
の
ふ
り
が
な
記
法
に
準
じ
る
場
合
、
使
え
ま 

す
。
た
と
え
ば
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
サ
イ
ト
は
こ
れ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
対
応
し
て
い
る
エ
デ 

ィ
タ
、
た
と
え
ばT

A
T

E
d

ito
r

で
は
こ
の
記
法
で
ふ
り
が
な
表
示
を
し
ま
す
。 

 
 

 

 

【
「
」『
』（
）
以
外
の
カ
ッ
コ
】 

読
み
仮
名
「
か
っ
こ
」
か
ら
変
換
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。 

 

【
そ
の
他
の
記
号
】 

同
様
に
、
読
み
か
ら
変
換
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

ま
た
、
数
字
段
や
小
指
外
の
も
の
は
、U

S

配
列
の
も
の
が
入
っ
て
い
ま
す
。J

IS

配
列
記
号
に
し
た
い

場
合
は
、
薙
刀
式v

1
0

.tx
t

の
フ
ァ
イ
ル
中
に
書
き
換
え
方
を
書
い
て
お
き
ま
し
た
。
フ
ァ
イ
ル
を
改
造
す

れ
ば
、
好
き
な
所
に
好
き
な
記
号
を
入
れ
ら
れ
ま
す
。
フ
ァ
イ
ル
を
別
名
保
存
し
て
、D

v
o
ra

k
J

に
読
み

込
ま
せ
る
と
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 
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３ 
削
除
系
、
再
変
換
系 

 

【D
e
l

】 
B

S

の
裏
と
、
覚
え
や
す
い
位
置
に
あ
り
ま
す
。 

【
確
定
ア
ン
ド
ゥ
】 

再
変
換
に
似
て
い
ま
す
。 

 

確
定
直
後
、
他
に
何
も
し
て
い
な
い
と
き
に
限
り
、
直
前
の
文
節
（
エ

デ
ィ
タ
に
よ
っ
て
は
一
文
）
を
変
換
モ
ー
ド
に
戻
せ
ま
す
。
選
択
し
な
い

で
再
変
換
に
入
れ
る
の
で
便
利
で
す
が
、
修
正
し
よ
う
と
考
え
る
と
き
は
、

す
で
に
大
体
次
の
文
字
を
打
っ
て
い
る
と
き
な
の
で
、
タ
イ
ピ
ン
グ
が
速

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
使
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

確
定
直
後
で
な
い
と
き
に
押
す
と
、B

S

の
機
能
を
し
ま
す
（W

in
d

o
w

s

の
仕
様
）。 
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固
有
名
詞
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト 

 

「
そ
の
文
字
か
ら
始
ま
る
固
有
名
詞
」
を
登
録
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。
長
編
小
説
を
書
く
と
き
に
、

固
有
名
詞
を
い
ち
い
ち
打
た
な
く
て
よ
く
な
り
ま
す
。
原
理
上
２
８
頭
文
字
ぶ
ん
登
録
で
き
ま
す
。
数
字

段
や
右
小
指
外
の
分
が
あ
い
て
い
る
の
で
、
最
大
４
８
個
登
録
可
能
で
す
。 

 

た
と
え
ば
「
あ
」
か
ら
始
ま
る
も
の
と
、
そ
の
シ
フ
ト
の
「
の
」
か
ら
始
ま
る
も
の
は
同
じ
キ
ー
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
ど
っ
ち
か
を
優
先
す
る
か
、
隣
の
キ
ー
に
登
録
す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
ん
な

に
固
有
名
詞
が
沢
山
で
て
く
る
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
同
じ
頭
文
字
が
被
る
よ
う
な
物
語
は
あ
ま
り
な

い
と
踏
み
ま
し
た
。 

 

【
登
録
の
仕
方
】 

薙
刀
式v

10.t
xt

の
最
後
の
部
分
を
、
直
接
書

き
換
え
て
く
だ
さ
い
。
使
用
作
品
ご
と
に
フ
ァ
イ

ル
を
わ
け
、
作
品
タ
イ
ト
ル
な
ど
を
つ
け
て
お
く

と
便
利
で
す
。
別
名
保
存
す
る
な
ど
し
て

DvorakJ

に
読
み
込
ま
せ
る
と
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。 

 

デ
フ
ォ
ル
ト
に
は
、
て
ん
ぐ
探
偵
「
不
死
の
谷
」

の
固
有
名
詞
が
登
録
さ
れ
て
い
る
の
で
設
定
の

参
考
に
ど
う
ぞ
。
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
た

と
え
ば
別
の
編
集
用
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
を
入
れ

て
も
構
い
ま
せ
ん
。 
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薙
刀
式
は
同
時
押
し
機
構
を
た
く
さ
ん
使
い
ま
す
。
記
憶
の
整
理
に
ど
う
ぞ
。 

 
 

 

  
 

 



31 

 

第
四
章 

高
速
打
鍵
へ 

  

何
も
知
ら
ず
に
高
速
打
鍵
を
し
て
い
る
と
、
長
時
間
で
負
担
が
た
ま
り
、
腱
鞘
炎
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
次
の
日
へ
の
疲
労
持
ち
越
し
を
防
げ
ま
す
。 

 

１ 

キ
ー
の
押
下
圧
が
低
い
キ
ー
ボ
ー
ド
を
使
お
う
。 

 

ま
ず
こ
れ
を
最
初
に
検
討
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

ふ
つ
う
の
安
価
な
メ
ン
ブ
レ
ン
や
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
方
式
の
キ
ー
押
下
圧
は
、
５
５
～
６
５
グ
ラ
ム
程
度

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
重
す
ぎ
ま
す
。
万
年
筆
が
軽
い
理
由
は
、
た
く
さ
ん
書
く
た
め
で
す
。 

４
５
グ
ラ
ム
（
静
電
容
量
無
接
点
方
式
や
メ
カ
ニ
カ
ル
赤
軸
）
以
下
が
使
い
や
す
い
で
し
ょ
う
。 

僕
の
試
し
た
も
の
で
は
、N

iZ
 P

lu
m

 7
5

の
３
５
グ
ラ
ム
が
、
国
内
最
軽
と
い
わ
れ
る
リ
ア
ル
フ
ォ
ー

ス
の
３
０
よ
り
軽
い
打
鍵
感
が
あ
り
ま
す
。 

  

３
５
グ
ラ
ム 

N
iZ

  
 

 
 

静
電
容
量
方
式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
ジ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス 

 
 

G
a

te
ro

n

白
軸
（C

le
a
r S

w
itch

） 

 
 

 
 

 
 

 

を
唯
一
採
用
し
た
キ
ー
ボ
ー
ド 

 
 
 
 

３
０
グ
ラ
ム 

リ
ア
ル
フ
ォ
ー
ス 

３
０
モ
デ
ル 

 

静
電
容
量
方
式 

 
 
 
 

４
５
グ
ラ
ム 

ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ッ
キ
ン
グ
キ
ー
ボ
ー
ド
（h

h
k

b

）
静
電
容
量
方
式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リ
ア
ル
フ
ォ
ー
ス 

４
５
モ
デ
ル 

 

静
電
容
量
方
式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他
、
メ
カ
ニ
カ
ル
赤
軸
（
チ
ェ
リ
ーM

X

軸
）
採
用
の
キ
ー
ボ
ー
ド 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

F
ilco

 

マ
ジ
ェ
ス
タ
ッ
チ
、v

o
rte

x
 co

re

な
ど 

  

２ 

指
の
打
ち
方
は
、「
前
滑
り
打
ち
」
推
奨
。 

  

指
を
曲
げ
る
力
よ
り
も
伸
ば
す
力
を
使
い
ま
す
。 

 

指
を
や
や
曲
げ
た
状
態
で
平
ら
に
構
え
て
、
伸
ば
す
と
き
に
キ
ー
の
凹
型
に
沿
う
よ
う
に
、
指
を
前
に

滑
ら
せ
る
力
で
打
鍵
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

上
か
ら
落
と
し
て
打
っ
た
り
引
っ
か
い
て
打
つ
よ
り
も
、
少
し
の
動
き
で
良
く
、
腱
鞘
炎
に
な
り
に
く

い
打
ち
方
で
す
。 
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以
下
、
僕
の
使
っ
て
い
るN

iZ
 P

lu
m

 7
5

（
静
電
容
量
方
式
、
３
５
グ
ラ
ム
）
を
例
に
、
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
の
考
え
方
を
示
し
ま
す
。 

 

使
用
頻
度
の
高
い
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
を
凹
型
に
し
て
い
ま
す
。
４
指
が
触
れ
る
文
字
キ
ー
は
凹
型
に
な
っ

て
い
る
の
に
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
が
凸
型
に
な
っ
て
い
る

の
は
不
自
然
で
す
。
凸
型
の
指
が
触
れ
る
も
の
は
凹
型

で
あ
る
べ
き
で
す
。 

 

親
指
が
触
れ
る
部
分
に
凹
型
の
溝
を
削
り
出
し
て

い
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
の
上
に
、
４
ミ
リ
厚
の
ヒ
ノ

キ
（
加
工
が
簡
単
で
、
水
油
に
強
く
、
軽
い
）
を
両
面

テ
ー
プ
で
貼
り
付
け
て
い
ま
す
（
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
に
触

れ
る
面
は
、
凹
型
に
削
り
な
じ
ま
せ
る
）。 

 

キ
ー
ボ
ー
ド
は
机
に
べ
た
置
き
（
適
宜
パ
ー
ム
レ
ス

ト
な
ど
を
使
用
し
て
も
可
）
で
、
拳
一
個
ぶ
ん
机
の
へ

り
か
ら
離
し
ま
す
。
体
の
中
心
に
キ
ー
ボ
ー
ド
の
中
心

を
あ
わ
せ
、
左
右
対
称
に
手
を
構
え
ま
す
。
キ
ー
の
傾

き
は
左
に
傾
い
て
い
ま
す
が
、
手
は
変
に
ひ
ね
ら
な
い

ず
に
構
え
る
と
、
長
時
間
打
鍵
で
も
腱
鞘
炎
に
な
り
に

く
い
で
し
ょ
う
。
親
指
の
打
鍵
の
コ
ツ
は
左
図
を
見
て

く
だ
さ
い
。 
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３ 
キ
ー
を
前
か
ら
見
て
、
山
形
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 

自
然
に
手
の
平
を
机
に
置
い
た
と
き
、
小
指
側
が
つ
き
、
人
差
し
指
側
が
浮
く
も
の
で
す
。
そ
れ
を
無

理
や
り
水
平
に
ね
じ
る
（
内
旋
）
か
ら
腱
鞘
炎
の
原
因
に
な
る
の
で
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
方
法
は
、
キ
ー
の

高
さ
を
変
え
て
山
形
に
す
る
こ
と
で
す
（
エ
ル
ゴ
ノ
ミ
ク
ス
対
応
は
た
い
て
い
こ
れ
を
実
現
し
て
い
ま
す
）。

O
E

M

キ
ー
キ
ャ
ッ
プ
は
列
ご
と
に
キ
ー
の
高
さ
が
違
う
の
で
、
こ
れ
を
利
用
し
ま
す
。 
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４ 
ス
ト
レ
ッ
チ
や
疲
れ
の
軽
減
方
法 

 

前
腕
部
上
側
と
下
側
の
筋
、
上
腕
三
頭
筋
を
伸
ば
す
と
、
特
に
腱
鞘
炎
に
効
き
ま
す
。
各
種
ス
ト
レ
ッ

チ
を
。 

 

直
径
３
セ
ン
チ
程
度
の
棒
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
握
る
の
も
効
き
ま
す
。
肘
を
曲
げ
伸
ば
し
し
な
が
ら
握
っ

て
い
く
の
も
、
肘
よ
り
根
元
、
上
腕
部
の
痛
み
に
有
効
で
す
。 
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補 
高
速
打
鍵
へ
の
レ
ッ
ス
ン 

  

薙
刀
式
で
は
、
使
わ
な
い
キ
ー
ほ
ど
マ
イ
ナ
ー
位
置
に
し
て
あ
る
の
で
、「
い
ざ
と
い
う
時
に
マ
イ
ナ
ー

音
を
使
う
時
、
と
ま
ど
う
」
と
い
う
逆
説
的
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
こ
ら
で
き
っ
ち
り
マ
イ
ナ
ー
音
を

練
習
し
て
、
苦
手
意
識
を
な
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

ふ
、
ぶ
、
ぷ 

 

で
ぶ
に
な
ろ
う 

部
分
的
な
こ
と 

プ
ロ 

露
天
風
呂 

久
し
ぶ
り 

 

ブ
ー
イ
ン
グ 

サ
ブ
ウ
ェ
イ 

不
細
工 

風
林
火
山 

ラ
ン
デ
ブ
ー 

 

プ
ロ
レ
ス 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル 
ハ
プ
ニ
ン
グ 

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド 

 

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド 

ブ
ザ
ー
ビ
ー
タ
ー 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

 

シ
ョ
ッ
プ 

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー 

部
位 

一
分 

十
分
（
じ
ゅ
っ
ぷ
ん
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
） 

 

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ 

ラ
ッ
プ 

コ
ッ
プ 

ト
ッ
プ 

不
思
議
な
事 

 

そ
ん
な
ふ
う
に 

日
も
と
っ
ぷ
り
暮
れ
て 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

 

ブ
ロ
ッ
ク 

フ
ロ
ッ
グ 

フ
ラ
ッ
グ 

ほ
、
ぼ
、
ぽ 

 

方
法
論 

某
局 

忘
却 

ポ
ー
ズ 

信
奉
す
る 

滅
び
る 

滅
ぼ
す 

 

ぼ
ろ
ぼ
ろ 

ぽ
ろ
ぽ
ろ 

ホ
ー
ロ
ー
鍋 

一
本
取
ら
れ
た 

ポ
ン
酒 

 

日
木
村
本
男
児 

日
本
語 

が
ん
ば
れ
ニ
ッ
ポ
ン 

ポ
リ
テ
ィ
カ
ル 

 

ポ
ー
ト
レ
ー
ト 

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー 

ス
ポ
ー
ツ 

ポ
ー
ラ
ン
ド
紛
争 

 

ポ
テ
ト 

そ
っ
ぽ
を
向
く 

尻
尾
が
見
え
て
い
る
ぞ 

し
っ
ぽ
く
う
ど
ん 

 

僕 

ぼ
っ
た
く
り 

暴
走
族 

ほ
ぼ
こ
れ
で 

坊
主 

防
水 

防
災 

防
風 

 

国
防 

妨
害 

望
外 

防
災
セ
ン
タ
ー 

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ポ 

ポ
リ
ン
キ
ー 

せ
、
ぜ 

 

セ
ン
ト
ラ
ル 

せ
い
ぜ
い 

税
金 

贅
沢 

ぜ
ひ
と
も 

是
非
是
非 

 

日
銭 

枷 

風 

せ
っ
か
く
の 

絶
世
の 

絶
対 

絶
対
的
な 

 

女
性 

男
性 

高
校
生 

光
合
成 

形
成 

整
形 

南
西 

世
間 

 

宣
言 

石
鹸 

牽
制 

制
限 

税
源 

世
代
別 

セ
ー
フ 

風
船 

へ
、
べ
、
ぺ 

 

別
に 

別
々 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン 

部
屋 

や
べ
え 

へ
え 

 

平
凡 

紙
幣 

蔑
視 

ペ
イ
ロ
ー
ド 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー 

疾
病 

 

そ
う
す
る
べ
き
だ 

べ
き
論 

減
っ
て
い
る 

そ
こ
へ 

兵
隊 

 

ベ
ス
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン 

ス
ペ
ー
ス 

ス
ペ
ー
ス
キ
ー 

へ
し
ゃ
げ
る 

 

ペ
ッ
ト
可 

シ
ベ
リ
ア 

ペ
ン
デ
ィ
ン
グ 

三
平 

は
ん
ぺ
ん 

 

ぺ
ん
ぺ
ん
草
も
生
え
な
い 

送
別
会 

別
解 

利
便
性
を
考
え
た 

 

勉
強
し
て
き
ま
す 

餞
別 

せ
ん
べ
い 

ヘ
ル
フ
ァ
イ
ヤ
ー 
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ペ
ー
タ
ー 

β
 

す
べ
て
の
こ
と
が
う
ま
く
い
く 

ヴ 

 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア 

エ
ン
ヴ
ィ
ー 

ヴ
ィ
ー
ナ
ス 

 

ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ー
ナ
ス 

ヘ
ヴ
ン 

ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む 

 

ヴ
ェ
ス
パ 

ヴ
ォ
ー
グ 

ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム 

ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー 

 

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ジ 

ヴ
ェ
イ
ロ
ン 

サ
バ
イ
ヴ 

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ 

 

イ
ヴ
ォ
ン
ヌ 

ゔ
ゔ
ゔ
と
泣
い
た 

 

 

半
濁
音
の
強
化
練
習 

 

ス
ピ
ー
ド 

ス
ポ
ー
ツ 

ス
パ 

ス
ペ
ー
ス 

ス
プ
ー
ン 

 

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス 

プ
ロ
ダ
ク
ト 

プ
ロ
パ
テ
ィ 
プ
ロ
バ
ビ
リ
テ
ィ 

 

プ
ル
ー
ン 

プ
レ
イ 

プ
ラ
ン 

ピ
ー
プ
ル 

シ
ュ
プ
ー
ル 

ス
パ
ー
ク 

 

プ
リ
ン
ト 

パ
ー
ル 

ピ
ー
マ
ン 

ポ
ー
ル 

ペ
ー
タ
ー 

 

パ
ン
ピ
ー 

ペ
ー
ペ
ー 

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル 

プ
ル
プ
ル 
ペ
リ
ー 

ペ
ッ
ト 

 

ポ
ー
ル 

ポ
ー
ト 

ピ
ー
ポ
ー 

パ
ー
テ
ィ
ー 

ピ
ー
ク 

ビ
ー
ム 

 

バ
リ
ケ
ー
ド 

パ
ー
テ
ィ
ー 

ポ
ー
ト
ピ
ア 

ピ
ア 

ピ
ッ
ク 

 

ぺ
り 

川
っ
ぺ
り 

ペ
ン
デ
ィ
ン
グ 

ポ
ー
ル 

パ
ー
ル 

ピ
ー
ク 

 

人
差
し
指
内
側
キ
ー
の
濁
音
の
む
ず
か
し
さ 

ぐ
だ
ぞ
（
ぢ
） 

 

続
々 

糞
と
具
足 

ぐ
だ
ぐ
だ 

断
続
的
に 

存
命 

存
続 

 

相
談
事 

た
そ
が
れ 

そ
う
だ
ぞ 

想
像 

想
像
だ
ぞ 

 

ぐ
い
ぐ
い
行
く
ね 

サ
イ
ト
シ
ー
イ
ン
グ 

キ
ン
グ
ク
リ
ム
ゾ
ン 

 

ぢ
ぐ
じ
ょ
う 

家
族 

暴
走
族 

た
け
し
軍
団 

勝
て
ば
官
軍 

 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク 

円
グ
ラ
フ 

ア
メ
リ
カ
ン
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ 

 

グ
ッ
と
来
る 

グ
ッ
ド
で
す 

セ
ー
フ
テ
ィ
ゾ
ー
ン 

 

左
手
マ
イ
ナ
ー
キ
ー 

 

下
段 

何
気
な
い 

さ
り
げ
な
い 

芸
術 

現
象 

経
験 

権
限 

年
輪 

 

寝
床 

そ
う
だ
ね 

す
る
と
ね 

だ
よ
ね 

そ
の
懸
念
が
あ
る 

 

そ
れ
は
ど
う
か
な 

見
つ
け
て
み
る
と 

見
て
い
る 

や
っ
て
み
て 

 

激
し
い 

彼
の
気
配
が
す
る 

君
の
背
中
に
は
羽
が
あ
る 

方
法
論 

 

げ
ほ
げ
ほ 

骨
が
あ
る 

無
駄
骨 

警
報 

朝
寝
坊 

ミ
ポ
リ
ン 

 

ホ
ー
ミ
ー 

何
を
言
っ
て
も
け
ろ
っ
と
し
て
い
る 

ひ
げ 

 


